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ミガキイチゴ



会社概要

3



(C) GRA
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２０１１年３月１１日、宮城県山元町は
人口の４％を震災による津波でうしなった。

７年間で人口の２５％以上が流出

イチゴハウスの９５％が飲み込まれる



GRAの概要
• 会社名 株式会社GRA

• 所在地 宮城県亘理郡山元町山寺字桜堤４８

• 代表者 岩佐 大輝（いわさ ひろき）

• 創業 2011年７月

• 設立 2012年1月

• 資本および資本剰余金 409,374,128円

• 事業内容 農産物の生産販売および輸出、加工商品開発販売お
よび輸出、農業技術の研究開発、産地ブランド開発、
新規農業者の就農支援事業、海外生産展開

• 関連会社 株式会社いいね（100％子会社、カフェ部門）

• 株主 岩佐大輝、橋元洋平（副社長）、産業革新機構、日
本電気、JA三井リース、社員等
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GRAの沿革（１）
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• ２０１１

３月東日本大震災発生

４月被災地ボランティア「GRA ツアー」をスタート

９月山元町牛橋地区に初めてのイチゴハウス建設

• ２０１２

１月農業生産法人 株式会社GRA設立

６月先端プロ山元研究施設（GRA山寺農場）完成

９月GRA稲実先端農場完成

１１月インドマハラシュトラEEC農場完成

• ２０１３

１月「ミガキイチゴ」ブランドを発表

２月GRA桜堤先端農場完成

３月インドでミガキイチゴの販売スタート

１０月グッドデザイン賞の受賞

１２月「ミガキイチゴ・ムスー」発売



GRAの沿革（２）

２０１４

２月ジャパンベンチャーアワード 東日本大震災復興大賞、香港でミガキイチゴの販売
をスタート

３月GRAアグリプラットフォーム設立

９月台湾工業技術研究院と共同研究事業をスタート

２０１５

１月「ミガキイチゴ・カネット」発売

３月GRAアグリプラットフォームに対して産業革新機構、NEC、JA三井リースによる総
額4.45億円の出資

６月ICHIGO WORLDオープン（通年栽培ハウス）

１２月台湾、シンガポールへの輸出スタート

２０１６

２月H27年度食材王国みやぎ ブランド化部門グランプリ

３月タイ、マレーシアへの輸出開始

７月イチゴアカデミー1期生研修スタート

7



GRAの沿革（３）
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• ２０１６

９月新規就農者トレーニングハウス第1期工事完了

１１月インドテランガーナ州・ハイデラバードで新規就農事業開始

• ２０１７

３月第1回農業IoTアワード グランプリ受賞

４月東の食のブランド・アワード（グランプリ受賞）

７月新規就農研修生向け寮（ミガキ寮）オープン

９月K&Kハウスオープン、新規就農者トレーニングハウス第2期工事完了

１０月GRA、GRAアグリプラットフォームの会社合併

• ２０１８

5月 株式会社いいねの株式を100％取得、カフェ事業スタート



経営メンバー（１）
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